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P − 42D　 過期産予測の ため の癌胎児性

フ ィ プ ロ ネクチ ン とサ イ トカイ ン 測定の 意義
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〔目的〕過期妊娠、過期産を事前に予知し、そ の

発生を防ぐ目的で我々 はビシ ョ ッ プス コ ア以外の

定量的方法として腔内の癌胎児性フ ィ プ ロ ネクチ

ン を妊娠37週から分娩まで毎週測定し、陣痛発来

時期予測の指標として の 有用性を検討した。 また

これと並行して 頸管粘液巾の サ イ トカ イ ンを測定

し37週 以降に おける腟内フ ィ プロ ネクチ ン の 出現

機序と頸管i副 匕との関連に っ いて考察した 。　〔方

法〕当院自然分娩例で単胎、 先進部頭位症例143

例に対 し妊娠37週以後毎週外来受診時に腟分泌液

を採取 し癌胎児牲フ ィ プロ ネクチ ン 定量と頸篇粘

液中の サイ トカイ ン （rL一上 β，　 IL　6，　IL　8，　TNF α ）

をELISA法で測定し、 妊娠37週以降分娩まで の フ ィ

プロ ネクチ ン値とサイ トカイ ン の推移を検討した。

〔成績〕陣痛発来前 1週間未満の癌胎児性フ ィ プ

ロ ネ クチ ン値は183．0 ±24．2ng／ml でありそれ以

前の 77．4±36．7ng／ml に比して有意に上昇 し（p〈0．05）

検体採取日か ら分娩まで の 口数とフ ィ プ ロ ネクチ

ン値に相関が 認め られ た （相関係数0．33） 。
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方

IL−8は陣発前 1週間未満よ りもそれ以前に有意に

高値を示した（1246．上 土工48．7vs1738．2 ± i51．6

pg／ml，p〈〔】．〔15）。 1レ 1 β，IL−6，TNF α に変動はな

か っ た。 　〔結論〕腟内の フ ィ プ ロ ネクチ ン測定が

分娩時期の予測に有用で あ ることが示唆された 。

その発現機序はIL−8の上昇が フ ィ プ ロ ネクチ ン E

昇に先行して い るこ とか らまず頸管熟化が起こ り

それ に続く前駆陣痛等子宮収縮頻度の増加に伴 う

物理的刺激に より本来卵膜の接着分子で あるフ ィ

プロ ネクチ ンが腟内に出現すると考えられ る。 よ

っ て 予定日超過例にお いて フ ィ プロ ネクチ ン が低

値の 場合、
DHA−S 、ラ ミナ リア桿等 に よ り頸管難

化を促 した うえで の分娩誘発が有効と考え られ る 。
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